
棚倉町教育委員会

資質・能力を育む教育課程とは、従来の内容ベースの教育課
程のよさを生かしながら、育てるべき資質・能力を子どもたちの
実態等を踏まえ教師が設定し、子どもに意識させ、教科等横断
的に指導し、資質・能力の評価サイクルをもとに子どもの姿で成
果を共有することができる計画と指導体制です。

令和３・４年度文部科学省委託事業

これからの時代に求められる資質・能力を育むための
カリキュラム･マネジメントの在り方に関する調査研究

１ 育てたい資質・能力は、校種をつなぐ
という観点から実態をもとに教師が設定
して子どもに意識させます。

２ 育てたい資質・能力は、「ほめポイン
ト」の形で具体化・重点化して、教科等横
断的に指導します。

意識化 具体化

３ 「ほめポイント」をもとに、教師は対話
的・肯定的に関わり、肯定感や有用感を
高めていきます。 対話で育む

４ 授業のめあてから志まで、「振り返り」
「見通し」を大切に、「自己マネジメント
力」を育成します。

自分で決める

５ 資質・能力の評価サイクルは柔軟に
設定し、「子どもの学びの姿」で指導に生
かします。

マネジメントの手法は８つにまとめられます。

評価サイクル

６ 「子どもの学びの姿」を子ども、教師、
保護者、地域と共有するよう発信してい
きます。 レバレッジポイント

８ 「子どもの学びの姿」をあらゆる機会
（面談、通知表、要録等）に活用し共有化
して、教育目標の達成を目指します。

共有化

８つの手法を用いて、３つの側面から
アプローチしていきます

７ 意識調査や学力調査等の結果をつな
がりの中で活用し、個に応じた指導で学
力向上を目指します。

個人シート



○ 育てたい資質・能力は、社会的・職業的自
立に必要な「基礎的・汎用的能力」です。本町
では、保育園から、幼稚園、小学校、中学校、
高等学校まで一貫して育成します。

１ 意識化

○ 資質・能力は、「生きて働き、未知の状況に対応でき、学びを人生や社
会に生かすことのできる」力です。関連性・発展性・汎用性を有する力です。
ゆえに、子どもに意識させることが必要です。

○「生きる力」＝「資質・能力の
三つの柱」＝「基礎的・汎用的能
力」であり、学習指導要領に基づ
いて、児童生徒、地域の実態など
をもとにして、学校が設定してよ
い資質・能力です。

○ 意識させるためには掲示し
て「見える化」したり、キャリ
ア・パスポートからその子の
キャリア（轍）を確認したりす
る必要があります。

◎ 学校教育のつながりの中で、教師
が子どもの過去も大切にして、今の学
びを将来につなぐよう、個のよさのコア
な部分を伸ばしていきます。

学年テーマは、
重点化した資
質・能力を子
どもたちに分
かりやすく表
現したもの

重点化した資
質・能力は、
教師が実態を
もとに話し
合って決定



○ 資質・能力を重点化、具体化することで、子ど
もに意識させやすくなり、教科等横断的に指導しや
すくなります。

２ 具体化

○ 例えば、Ａさんの「ほめポイント」が「話を聞く」であるとすれば、国語科
や算数科の授業でも「こちらを見て話を聞いていてすてき」「うなずきながら聞
いてくれてありがとう」など、日常的にほめることができます。つまり、ほめポ
イントによって、資質・能力の指導が、日常的になり教科等横断的になるのです。

○ 資質・能力を子どものレベルで具体化した
ものが「ほめポイント」で、学校・学年が共通

理解し、認め、ほめ、育成すべき児童の姿であ
る。学年で設定した資質・能力に基づく個のよ
さ、個人が伸ばしたい力「なりたい自分」がそ

れに当たります。

◎ 具体化・重点化した「ほめポイント」は、教科等横断的に認め
られることで、個人内や集団内でつながっていき、関連性・発展
性・汎用性を持った「資質・能力」として認識されるのです。

○ 日常的・教科等横
断的に指導するために
は、左のように四半期
（３ヶ月）ごとに、振
り返って見通しをもつ
ようにしていくことが
効果があることが分
かってきました。

○ 個のレベルでは、上のように、見
通しと振り返りを大切にして記録し、
キャリア・パスポートとして活用して
いきます。



○ 自分にはよいところがあるのか、人の
役に立っているのか、それらは対話を通し
て認識されます。つまり、資質・能力は、
教師や友だち、家族や地域の方々との対話
を通して育まれるのです。

３ 対話で育む

○ 自己の言動が否定される環境の中では、肯定感や有用感は醸成されません。
大切なことは、自分を表現したときに否定されない「心理的安全性」が保証され
ていることが必要です。そのためには、肯定的に関わることが必要になります。

○ ５年学級活動「第３四半期の振り返りと
第４四半期の目標」の授業の一コマです。例
年、鼓笛隊のオーディションを巡っては、子
ども同士、教師と保護者とのトラブルが生じ
やすくなります。授業者は、対話を通して、
失敗を恐れず挑戦することが自分にとってよ
い経験になることを確認しています。

◎ 対話を通して肯定感や有用感が高めら
れ、資質・能力が育成されるのです。

○ 肯定的な関わり方としては、実
践を通して、右の6事項と下のよう
な16の技法が確認されています。

さらに、右
のように「価
値付け、つな
ぎ、語らせ
る」という技

法を定式化し
ています。

○子どもの話をよく聴く。
○子どもの言葉を大切にする。（復唱など）
○肯定的な対応を基本とする。
○子どもと日常的に対話するツールを持つ。
○些細な変化を見逃さない。
○多様なほめ方（肯定の仕方）を工夫する。

① 基本的に否定をしない。 ② 部分的に肯定する。
③ 人格と言動を分けて肯定する。 ④ 他に同意を求め肯定する。
⑤ 語調に気を付けて肯定する。 ⑥ 繰り返し継続して肯定する。
⑦ 見方を変えて肯定する。 ⑧ 個人内で比較して肯定する。
⑨ 組織的に肯定する（ほめる）。 ⑩ 計画的に肯定する（ほめる）。
⑪ 些細なことでも肯定する（ほめる）。 ⑫ 子どもの言葉を肯定し、活用する。
⑬ 因果関係に着目して肯定する。 ⑭ ストーリー化して、つながりで捉えて肯定する。
⑮ 児童・生徒の体験を価値付けし肯定する。 ⑯ その時の感情に焦点を当て肯定する。



○ 自分で決める。指示されて、大人
の思うままに行動するのではなく、自
分で決めて、自分のよさを発揮してほ
しいと思います。そのために、「自己
マネジメント力」を育成します。

４ 自分で決める

学び続けるためには、自己を知ること、目標を持つことが大切であり、個別最適な学
びや協働的な学びで解決し、確かめることで振り返り、自己の成長を実感し新たな課題
を持つことが必要です。特に、ビジョン（目的や目標）を持つこと、それを自分で決め
ることが将来に向けて学び続けるためには欠かせないのです。

〇 自己マネジメント力（ＲＶＰＤＣＡ）は、左
図のように、「Ｒ：自分を知る」「Ｖ：めあてを
立てる」「Ｐ：計画する」「Ｄ：自ら学ぶ」
「Ｃ：確かめる」「Ａ：見直す」過程で構想され、
課題を発見し、他者との関わりを通して、主体的
に課題を解決していく学びのあり方です。

◎ 発達段階や教科等のねらいに応じて自分
で決める経験を積み重ねていきましょう。

○ 自己マネジメント力をつけるた
めには、学習計画表の作成が有効で
す。さらに、県教育委員会の「ふく
しまの家庭学習スタンダード」も参
照してください。

さらに、自分で課題を立てる総合
的な学習の時間を大切にしましょう。
特に、チャレキッズや職場体験学

習の前後には、事前・事後の学習を
充実させ、課題解決型の体験学習と
なるようにお願いします。

毎日の授業でも自分で決める経験
を大切にしてください。



○ ２学期制を
さらに半分にし
て、きめの細か
い評価を目指し
ます。

５ 評価サイクル

〇 サイクルを３か月とすることで、各教科等とのつながり
が見通すことができ、教科等横断的な指導がしやすくなりま
す。子どもたちが目標を意識して取り組む期間としてもちょ
うどよいことが、実践を通して明らかになりました。

〇 四半期制の本質は、学期にかかわらず、資質・能力の評価を
柔軟に設定することです。さらに、教科等の評価サイクルと別に
設定することで、「振り返り」と「見通し」によって教科等横断
的に学ぶ意欲を育成することです。

◎ 資質・能力の評価サ
イクルを柔軟に設定すると
いう本質をもとにして、子
どもの学びの姿を指導に生
かしていきます。

○ 棚倉小学校からは、「児童がなりたい自分のＰＤＣＡサ
イクルを回しやすい」「育てたい基礎的・汎用的能力を1つ
ずつ焦点化できる」という成果が報告されています。

育てたい資質・能力は、
右図のように設定します。
学期の評価サイクルを別に
設定することで、長期休業
による仕切り直しを抑える
ことができ、評価を指導に
生かすことができるように
なります。

棚倉小学校のキャリア教育の取組で、私が最も評
価したいのは、“四半期制”で見直される資質・能力
の設定です。児童が目標に切迫感を持ち、確かな自
己評価に導く見事な工夫だと思われます。
※ 長田徹監修 棚倉町教育委員会 棚倉小学校編著『資質・
能力を追うキャリア教育 キャリア教育の町“棚倉”の挑戦』
長田徹氏の第3章解説より



○ ある要素に手を加えたら、
他の要素にまで望ましい効果が
表れる「レバレッジポイント」。

６ レバレッジポイント

〇 資質・能力が身に付いた子ども
の姿で成果を共有、発信するように
すれば、少ない労力で教育課程の編
成、実施、評価、改善のすべてによ
い影響を及ぼし、教育活動の質を向
上させることができるのです。

〇 本町におけるキャリア教育の
レバレッジポイントは、「実践の
成果を資質・能力が身に付いた子
どもの学びの姿で、共有し発信す
ること」です。

◎  「子どもの学びの姿」を

子ども、教師、保護者、地域
と共有するよう発信していく
ことで、教育活動の質の向
上を図ることができます。

〇 上の事例は、学年目標をもとに、「授業で毎日１回は発表する」という目標を設定した子
が、発表にトライする姿を「ほめポイント」として、各教科の授業などで励まし称賛するよう
に関わることで、自信を持ち、自主学習や鼓笛隊の楽器オーディションなどにも前向きに取り
組むようになった姿です。

〇 これらの成果を受けて、次年度も第３四半期は「音楽会」や「持久走記録会」などの行事
を中核として展開すること、学年の教師間で「ほめポイント」を共有して、資質・能力を育成
すること、「要」としての学級活動（３）の指導を充実させることなどを確認できたのです。

〇 カリキュラム・マネジメントに子どもが参
画する可能性が見えてきたことです。子どもの
姿で成果を検討することで、子どもたちの思い
や願いが教育課程の編成に生かされるように
なってきているのです。



○ 町では、キャリア教育意識調査、ＱＵテスト、ＣＲＴ、全国学力・学習状況調査、
ふくしま学力調査等多くの調査を実施しています。

７ 諸調査結果個人シートの作成と活用

〇 上段は、キャリア
教育意識調査、ＱＵテ
スト、ＣＲＴの結果が
確認できます。

〇 下段は、全国学
力・学習状況調査、ふ
くしま学力調査、単元
テストの結果を記載す
るようにしました。さ
らに、資質・能力の評
価や通知表の所見、指
導要録の所見等も記載
できるように構成して
います。

〇 これらの調査結果は、別々に存在しており、関連させて考察するのが難しい状況です。
そこで、調査結果を1枚のシートにまとめ、多様な調査結果や評価活動を関連させて、個の

状況を考察できるようにしました。

〇 このように、様々な調査結果や評価結果を１枚のシートにまとめることで、より個に応じ
た働きかけができるようになります。学力が向上しない要因や向上した要因を多面的に把握す
ることが可能になります。よって、資質・能力の伸長と学力向上が結びつかないという事態も
起こりにくくなると考えます。

〇 ただし、このシートは、調査結果のデータがエクセルのデータであることを前提に作成さ
れています。校務処理にエクセルを最大限に活用するという前提です。

〇 エクセルで作られていないデータは、エクセルのデータに変換する必要があり、場合に
よっては入力のし直しが必要となります。

◎ 意識調査や学力調査等

の結果をつながりの中で活
用し、多面的に個をとらえ、
個に応じて学力向上、資質・
能力向上を目指します、

〇 このシートにすべてを記入しようとする必要
はありません。シートの完成が目的ではなく、

あくまでも諸調査の結果を関連させて、個に応
じて指導するためのツールであることを踏まえ、
負担にならないように活用することが必要です。



○ 子どもの学びの姿は、キャリア・パスポートとして記録され、保管され、活用さ
れます。キャリア・パスポートが共有のためのツールとなります。

８ 子どもの姿の共有化と教育目標の達成

〇 通知表の所見の代
わりにキャリア・パス
アスポートを添付した
り、所見の記入にキャ
リア・パスポートのコ
メントを活用したりす
る取組も見られます。

例えば三者面談での活用です。キャリア・パスポートを活用することで、「いつもほめら
れていることと同じだ」「うれしいね」「みんなで同じ方向を向いてがんばろう」などが話
題となります。学校と家庭が手を取り合って子どもを応援していくことを確かめ合う場を実
現することができるのです。

〇 指導要録の所見にも
キャリア・パスポートの
内容を活用することがで
きます。

〇 目標と振り返りのシートには、左の
ように、担任や保護者の他に、友だちか
らのメッセージも記入されています。

〇 多くの他者から認められることで、
資質・能力が身に付いている実感を得る
ことができます。

〇 さらに、互いのよさを確認すること
にもつながり、「心理的安全性」のある
学級づくりにも役立ちます。

◎ キャリア・パスポートを
媒介として、資質・能力が身
に付いた子どもの姿を共有し、
教育目標の達成を目指すこと
ができるのです。



キャリア教育の視点から設定した教育目標「自立の気風（自ら学ぶ・共に学ぶ・真似て学
ぶ）」をもとに、評価（各種調査結果）を活用してＰＤＣＡサイクルを回すシステム（評価
から回すＰＤＣＡサイクル）を構築した。さらに、評価サイクルと学校運営協議会を連動さ
せ、教育活動の実施に必要な人的･物的資源を効果的に組み合わせながら活用するカリキュ
ラム・マネジメントに取り組み、児童の「きく力（聞く・聴く・訊く）を高めた。

〇 ６年間を通して育てる資質・能力、
次の担任に引き継ぐ内容を明らかにし
た。さらに、それらをもとに、何を学
ぶかを精選し、系統的な体験活動を設

定し、教育課程に位置付けた。

子どもの学びの姿で設定した教育目標「自立の気風（自ら学
ぶ・共に学ぶ・真似て学ぶ）」は、児童が自らの学びを振り
返ることができる。

〇 新運動着デザイン決定プロジェクト

学校目標の設定及び実現に向けた研究
社川小学校

【図Ⅲ－１―①】 新教育目標の設定

本校教育の理念

基礎的・汎用的能力を
高めることが生きる

新教育目標の設定

自 立 の 気 風

◯ 自ら学ぶ
◯ 共に学ぶ
◯ 真似て学ぶ

理念を掲げただけではうまくいかない 児童が自らの学びを自ら振り返ることができ
る目標を設定した（評価可能な目標設定）

人間関係形成・社会形成能力

自己理解・自己管理能力

課題対応能力

キャリアプランニング能力

☆町交流学習
町内６年生との交流学習

必要な資質
発揮すべき能力

中学生の姿を
お手本に

何を学ぶかを精選

★チャレキッズ
職業体験（６年）
職業講話（５年）

必要な資質
発揮すべき能力

日々の授業と
関連付けて

☆セカンドスクール
５者の学び(5年)

必要な資質
発揮すべき能力

自立を強く
意識させる

★ドリームマップ
将来をイメージ(4年)

必要な資質
発揮すべき能力

自分を知る
他者を知る

★砂遊び
学校探検から砂遊びへ(1年)

必要な資質
発揮すべき能力

上級生の姿を
お手本に

・キャリア教育推進事業の設定
★印：町教委主催のキャリア教育推進事業
☆印：社川小主催のキャリア教育推進事業

・発揮させたい姿の共有
・学ぶ内容の明確化

教育目標の視点
自ら学んでる？
共に学んでる？
お手本はある？
計画はある？

教科横断的な視点
既習事項は？

上学年のどこにつながるの？

資質を磨けた？
能力を発揮できた？

６年間を見通して（一部を抜粋して表示）

◯学校が設定し
た「６年間で身
に付けさせたい
資質・能力」で
整える

・何を学び 何ができるようになるか
本年度学ぶ内容は
この学びがどこで生きるのか
ねらいを明確にして

＜ 児童の変容 ＞
～柱となる行事「やまなしふれあいフェスティバル」を通して～

一緒につくり上げていく経験から
児童から「練習したほうがいい！」の言葉。

できないことにも粘り強く取り組んだ。引っ込
み思案な児童も、少しずつ前に出られるように
なった。大きな声が出るようになった。

認め合える仲間に
やまフェスに向けての練習を通して、互いに

認め合い、協力できる関係づくりができた。け
んかをすることが少なくなった。

身に付けた資質能力を授業で発揮
目線や顔の向きを意識させるなど、相手意識を持

たせた具体的な指導を行った。このことにより、授
業中の発表が上手になった。チームで自発的に練習
したりめあてを決めたりする姿が見られた。

１年生

２年生

３年生

自ら学ぶ児童

共に学ぶ児童

相手意識を持って
担任の以外の先生の言葉がきっかけになり、

客観的に自分たちの発表を振り返ることができ
るようになった。発表を聞いて見てくれる相手
がいることを意識できた。

学んだことを発揮した「やまフェス」
やまフェスは、セカンドスクールで培った力

を生かす場、発揮する場となった。「相互扶助
」をテーマに、短い時間で仲間とともに自分た
ちの力で自分たちだけの発表をつくり上げた。

６年間の総まとめ「自立」へ
「伝える」力、相手意識を持つこと、アドリ

ブ力、修正力、ＩＣＴ活用力など、６年間で身
に付けた力を十分に発揮した。最高学年として
これまで「かかわる力」を大切にして学んでき
たというメッセージを発信した。

５年生

４年生

６年生
共に学ぶ児童

真似て学ぶ児童

自ら学ぶ児童

子ども達のアンケートで決定



少子化による課題を克服するためにＩＣＴを最大限に利用し、育てたい資質・能力と「情報活用能
力」とを関連付け育成し、ＩＣＴや地域の人的、物的資源の活用による「個別最適化」と「協働的な学
び」の両立などを目指すカリキュラム・マネジメントの在り方を明らかにした。

5年生の時にセカンドスクールで震災学習を行い、富岡町3・11を語る会の語り人から
東日本大震災について学ぶ。その中、富岡町立小学校の三春校が令和4年3月に閉所す
ることを知り、映像発表会参加やオンライン交流を行う。その学びの中で、児童は「彼
女たちのふるさとに行ってみたい」という思いをもち、その思いを修学旅行の企画立案
に生かしたり、６年次の総合的な学習の時間のカリキュラムを考えたりした。

6年 「知ろう！感じよう！創り出そう！未来の福島を考えるプロジェクト」

児童の思いをくみ取って、担任がSDGｓを軸にした６年総合を立案。
福島県教育庁社会教育課の事業に応募し、補助を受ける。SDGｓの全般
を学ぶために、福島市NPO法人「ビーンズふくしま」江藤大裕氏に講演
を依頼。（株）ユニクロと「届けよう、服のチカラプロジェクト」を展
開、保護者・他学年・教職員・地域・企業を巻き込んで活動。
５年生から続けてきた震災学習を修学旅行で終結させ、福島大学客員

教授 天野和彦氏に学びをコーディネートしていただき、震災学習を持
続可能な高野地区の未来へと学びをつなげ、学習
発表会での発表（自分たちで発表内容を考え形に
する）した。ペイフォワードカフェを開催する。
最後は、「人」に焦点を当てた「今の高野を残

したい」という思いから動画を作成し、卒業前の
上映会に向けて、活動を継続している。

学習の基盤となる資質・能力の育成に向けた研究
高野小学校

児童のコメント

にが手なことも、 自分でや

りつづけてあきらめない自

分になりたい。

ICTや地域の人的・物的資源を活用し、自己を見つめる児童
A児は、算数には苦手意識があり、ケアレスミスも多い。迷いや不安の感情
から、何にも手を付けずに時間ばかりが経ってしまう様子も見られた。
◎他校とのオンライン学習（生活科の時間）
  他校の１，２年生にオンラインで高野小学校や高野地区を紹介した。 本校児
童は自分の発表方法を選び、３つの班に分かれて高野地区についてまとめた。
担任のコメント  進んで原稿作りをして素晴らしいね。 練習をたくさんして自信が持てましたね。

◎夏休みの学習・自己マネジメント

担任によるコメント
AIドリルにも進んで取り組み、確実に「クリア数」を伸ばしましたね。

ICTや地域の人的物的活用をとおして新しい課題に突き当
たってもまずはチャレンジしてみようとする姿に変わった。成功体験の積み
重ねが本児の自信につながった。

できる自分への意識をもち継続しようとする姿

夏休みのしゅくだいを、一気にぜん
ぶおわらせないで、少しずつやる。

   後半にしゅくだいをおわらせられた。
（夏休みの計画表 めあてとふりかえり）



育てたい資質・能力を「ほめポイント」の４つの化（見える化、共有化、意識化、強化）と四半期ごとに
ＰＤＣＡサイクルを回して資質・能力を育成することを連動させて指導した。そして、「キャリア・パスポー
ト」や学習計画表において「ほめポイント」をもとにした対話的な関わりを推進し、児童と教師だけでな
く、家庭や地域との共有も進められた。
これらのことにより、児童のキャリアの４能力、そして学力の向上につながった。また、カリキュラム・マ
ネジメントの視点で四半期ごとにＰＤＣＡサイクルを回すことから、「キャリア・パスポート」の通知表への
リンクによる教職員の多忙化解消に取り組み、働き方改革につながった。

現代的な諸課題に対応するための資質・能力の育成に向けた研究
棚倉小学校

日常の実践を子どもの姿で
指導要録記入までつなぐ。

このように四半期ご
とに実践をまとめ、校
内に掲示して、共有
しています。
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